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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】心壁運動分析において、心壁に含まれる各セグ
メントが同時に動くか否かを、迅速かつ正確に把握させ
る医療画像表示方法及びその装置、並びにユーザ・イン
ターフェース画面生成方法を提供する。
【解決手段】心壁運動の同時性分析のための心臓超音波
画像表示、心臓超音波画像表示方法及びその装置に関す
るものである。該医療画像表示方法は、対象体に含まれ
る少なくとも１つのセグメントからセグメント別に特性
値を獲得する段階Ｓ２１０、特性値がピーク値になるセ
グメントを表示した対象体の映像を生成する段階Ｓ２２
０、及び映像をディスプレイする段階Ｓ２３０を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象体に含まれる少なくとも１つのセグメントから前記セグメント別に特性値を獲得す
る段階と、
　前記特性値が所定値である前記セグメントを表示した前記対象体の映像を生成する段階
と、
　前記映像をディスプレイする段階と、を含むことを特徴とする医療画像表示方法。
【請求項２】
　前記映像を生成する段階は、前記特性値が、前記所定値であるセグメントと、前記特性
値が、前記所定値ではないセグメントと、が区別されて表示された前記映像を生成する段
階を含むことを特徴とする請求項１に記載の医療画像表示方法。
【請求項３】
　前記映像を生成する段階は、前記特性値が、前記所定値に達する前であるセグメントと
、前記特性値が、前記所定値であるセグメントと、前記特性値が、前記所定値に達した後
であるセグメントと、が区別されて表示された前記映像を生成する段階を含むことを特徴
とする請求項１または２に記載の医療画像表示方法。
【請求項４】
　前記映像を生成する段階は、前記特性値が、前記所定値に達するときの時間を示す情報
を含む前記映像を生成する段階を含むことを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記
載の医療画像表示方法。
【請求項５】
　前記時間を示す情報は、基準時間と、前記特性値が前記所定値に達した実際の時間との
差を含むことを特徴とする請求項４に記載の医療画像表示方法。
【請求項６】
　前記特性値を獲得する段階で、前記セグメントが二つ以上である場合、前記基準時間は
、前記セグメントの前記特性値の平均が前記所定値に達する時間であることを特徴とする
請求項５に記載の医療画像表示方法。
【請求項７】
　前記対象体は、心臓を含み、
　前記セグメントは、前記心臓の心壁の所定領域を含み、
　前記特性値は、筋肉収縮度を含むことを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載
の医療画像表示方法。
【請求項８】
　前記映像を生成する段階は、前記特性値が前記所定値になる前記セグメントが、所定の
色相、図形及び記号のうちいずれか一つで表示された前記映像を生成する段階を含むこと
を特徴とする請求項１ないし７のいずれかに記載の医療画像表示方法。
【請求項９】
　前記映像を生成する段階は、前記特性値が前記所定値になる前記セグメントが、点滅す
るように表示された前記映像を生成する段階を含むことを特徴とする請求項１ないし８の
いずれかに記載の医療画像表示方法。
【請求項１０】
　前記所定値は、前記特性値のピーク値であることを特徴とする請求項１ないし９のいず
れかに記載の医療画像表示方法。
【請求項１１】
　対象体に含まれる少なくとも１つのセグメントから前記セグメント別に特性値を獲得す
る特性値獲得部と、
　前記特性値が所定値である前記セグメントを表示した前記対象体の映像を生成する映像
生成部と、
　前記映像をディスプレイするディスプレイ部と、を含むことを特徴とする医療画像表示
装置。
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【請求項１２】
　前記映像生成部は、前記特性値が、前記所定値であるセグメントと、前記特性値が、前
記所定値ではないセグメントと、が区別されて表示された前記映像を生成することを特徴
とする請求項１１に記載の医療画像表示装置。
【請求項１３】
　前記映像生成部は、前記特性値が、前記所定値に達する前であるセグメントと、前記特
性値が、前記所定値であるセグメントと、前記特性値が、前記所定値に達した後であるセ
グメントと、が区別されて表示された前記映像を生成することを特徴とする請求項１１ま
たは１２に記載の医療画像表示装置。
【請求項１４】
　前記映像生成部は、前記特性値が、前記所定値に達するときの時間を示す情報を含む前
記映像を生成することを特徴とする請求項１１ないし１３のいずれかに記載の医療画像表
示装置。
【請求項１５】
　前記時間を示す情報は、基準時間と、前記特性値が所定値に達した実際の時間との差を
含むことを特徴とする請求項１４に記載の医療画像表示装置。
【請求項１６】
　前記特性値獲得部で、前記セグメントが二つ以上である場合、前記基準時間は、前記セ
グメントの前記特性値の平均が所定値に達する時間であることを特徴とする請求項１５に
記載の医療画像表示装置。
【請求項１７】
　前記対象体は、心臓を含み、
　前記セグメントは、前記心臓の心壁の少なくとも一部分を含み、
　前記特性値は、筋肉収縮度を含むことを特徴とする請求項１１ないし１６のいずれかに
記載の医療画像表示装置。
【請求項１８】
　前記映像生成部は、前記特性値が前記所定値になる前記セグメントが、所定の色相、図
形及び記号のうちいずれか一つで表示された前記映像を生成することを特徴とする請求項
１１ないし１７のいずれかに記載の医療画像表示装置。
【請求項１９】
　前記映像生成部は、前記特性値が前記所定値になる前記セグメントが、点滅するように
表示された前記映像を生成することを特徴とする請求項１１ないし１８のいずれかに記載
の医療画像表示装置。
【請求項２０】
　前記所定値は、前記特性値のピーク値であることを特徴とする請求項１１ないし１９の
いずれかに記載の医療画像表示装置。
【請求項２１】
　対象体に含まれる少なくとも１つのセグメントの特性値が所定値になる前記セグメント
を表示した前記対象体の映像を含むユーザ・インターフェース画面を生成する段階と、
　前記ユーザ・インターフェース画面をディスプレイする段階と、を含むことを特徴とす
るユーザ・インターフェース画面生成方法。
【請求項２２】
　前記ユーザ・インターフェース画面を生成する段階は、前記特性値が、前記所定値であ
るセグメントと、前記特性値が、前記所定値ではないセグメントと、がそれぞれ所定の色
相、図形及び記号のうちいずれか一つで区別されて表示された前記映像を生成する段階を
含むことを特徴とする請求項２１に記載のユーザ・インターフェース画面生成方法。
【請求項２３】
　前記所定値は、前記特性値のピーク値であることを特徴とする請求項２１または２２に
記載のユーザ・インターフェース画面生成方法。
【請求項２４】
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　請求項２１ないし２３のうち、いずれか１項に記載のユーザ・インターフェース画面生
成方法を具現するためのプログラムが記録されたコンピュータで読み取り可能な記録媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療画像表示方法及びその装置に係り、さらに詳細には、心壁運動分析（he
at wall motion analysis）のための心臓超音波画像ディスプレイ、心臓超音波画像表示
方法及びその装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波画像ディスプレイ分野において、対象体の局所的部位の収縮（strain）及び収縮
速度（strain rate）のような組織変形特性をディスプレイすることは、収縮及び弛緩す
る筋肉の能力に対する、直接的であって定量的な測定基準を提供する。
【０００３】
　特に、筋肉のリアルタイム収縮速度を画像に示すことは、心臓学（cardiology）で応用
されている。このような心臓筋肉の収縮及び収縮速度のような組織変形特性を分析するこ
とを、心壁運動分析という。健康な心臓では、局所的な部位、それは、すなわち、セグメ
ント（segment）であるが、そのセグメントの運動障害は示されない。しかし、心疾患を
患っている心臓では、心壁のセグメント間に収縮動きの差が示され、特に、収縮タイミン
グの差が発生する。従って、心壁のセグメントが同時性を有して動くか否かが、心臓関連
疾病を診断するにおいて、重要な根拠になる。
【０００４】
　これと係わって従来には、心壁運動分析のために、心臓の２Ｄ（two dimensional）モ
ード映像上に、セグメントの収縮程度を色相で表現する方法が存在していた。
【０００５】
　しかし、従来技術のように、２Ｄ映像上に心壁の各セグメントの収縮度を色でもって表
現する場合、心臓に対応する２Ｄ映像だけでは、心壁のセグメント間の収縮タイミングを
正確に把握することができないという不都合があった。また、心壁のセグメント間の収縮
タイミングを正確に把握しようとすれば、心臓に対応する２Ｄ映像と別途の検診資料を追
加して検討しなければならないという不都合が発生する。例えば、心壁運動分析において
、重要な判断基準になる各セグメントのピーク時点（セグメントが最も多く収縮した正確
な時点）及び各セグメントのピーク時点の時間差を確認するためには、前記２Ｄ映像とは
別途に、時間・収縮度グラフを獲得して参照しなければならないという煩雑さがあった。
【０００６】
　前述のような医師が心臓疾患を診断するための心壁運動分析において、心壁の各セグメ
ントが同時に動くか否かを迅速かつ正確に知らしめる医療画像ディスプレイ方法及びその
装置が要求されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、心臓超音波画像を介して、迅速かつ正確に心壁運動の異常有無を診断
することができる医療画像表示方法及びその装置、並びにユーザ・インターフェース画面
生成方法を提供するところにある。
【０００８】
　さらに具体的に、本発明の課題は、心壁運動分析において、心壁に含まれる各セグメン
トが同時に動くか否かを、迅速かつ正確に把握させる医療画像表示方法及びその装置、並
びにユーザ・インターフェース画面生成方法を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　前記技術的課題を解決するための医療画像表示方法は、対象体に含まれる少なくとも１
つのセグメントから前記セグメント別に特性値を獲得する段階、前記特性値が所定値にな
る前記セグメントを表示した前記対象体を含む映像を生成する段階、及び前記映像をディ
スプレイする段階を含む。
【００１０】
　前記技術的課題を解決するための一実施形態によれば、前記映像を生成する段階は、前
記特性値が、前記所定値であるセグメントと、前記特性値が、前記所定値ではないセグメ
ントとが区別されて表示された前記対象体を含む前記映像を生成する段階を含むことを特
徴とする。
【００１１】
　前記技術的課題を解決するための他の一実施形態によれば、前記映像を生成する段階は
、前記特性値が、前記所定値に達する前であるセグメントと、前記特性値が、前記所定値
であるセグメントと、前記特性値が、前記所定値に達した後であるセグメントと、が区別
されて表示された前記対象体を含む前記映像を生成する段階を含むことを特徴とする。
【００１２】
　また、前記映像を生成する段階は、前記特性値が、前記所定値に達するときの時間を示
す情報を含む前記映像を生成する段階を含み、前記時間を示す情報は、基準時間と、前記
特性値が前記所定値に達した実際の時間との差を含む。望ましくは、前記基準時間は、二
つ以上のセグメントの特性値の平均が、前記所定値に達する時間でもある。
【００１３】
　前記技術的課題を解決するための望ましい一実施形態によれば、前記対象体は、心臓を
含み、前記セグメントは、前記心臓の心壁の所定領域を含み、前記特性値は、筋肉収縮度
を含んでもよい。また、前記所定値は、前記特性値のピーク値でもある。
【００１４】
　前記技術的課題を解決するための装置は、対象体に含まれる少なくとも１つのセグメン
トから前記セグメント別に特性値を獲得する特性値獲得部と、前記特性値が所定値になる
前記セグメントを表示した前記対象体を含む映像を生成する映像生成部と、及び前記映像
をディスプレイするディスプレイ部とを含む。
【００１５】
　前記技術的課題を解決するためのユーザ・インターフェース画面を生成する方法は、対
象体に含まれる少なくとも１つのセグメントの特性値が所定値になる前記セグメントを表
示した前記対象体を含むユーザ・インターフェース画面を生成する段階、及び前記ユーザ
・インターフェース画面をディスプレイする段階を含む。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の一実施形態によれば、対象体に含まれる少なくとも１つのセグメントから特性
値を獲得し、該特性値が所定値になるセグメントを表示した対象体の映像を生成してディ
スプレイすることにより、各セグメントの特性値が所定値に達する順序を一層迅速かつ正
確に知ることが可能であり、結果的に、各セグメントが同時性を有して動くか否かを直観
的に確認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態による医療画像表示装置を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による医療画像表示方法のフローチャートである。
【図３】本発明の他の実施形態による医療画像表示方法のフローチャートである。
【図４Ａ】本発明の一実施形態による医療画像ディスプレイを図示する図面である。
【図４Ｂ】本発明の一実施形態による医療画像ディスプレイを図示する図面である。
【図４Ｃ】本発明の一実施形態による医療画像ディスプレイを図示する図面である。
【図５】本発明の他の実施形態による医療画像ディスプレイを図示する図面である。
【図６】本発明の他の実施形態による医療画像ディスプレイを図示する図面である。
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【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明で使用される用語は、本発明での機能を考慮しながら、可能な限り現在広く使用
される一般的な用語を選択したが、それは、当分野の当業者の意図または判例、新たな技
術の出現などによって異なることが可能である。また、特定の場合は、出願人が任意に選
定した用語もあり、その場合、当該発明の説明部分で詳細にその意味を記載する。本発明
で使用される用語は、単純な用語の名称ではない、その用語が有する意味と、本発明の全
般にわたった内容とを基に定義されなければならない。
【００１９】
　明細書全体で、ある部分がある構成要素を「含む」とするとき、それは、特別に限定す
る記載がない限り、他の構成要素を除くものではなく、他の構成要素をさらに含んでもよ
いということを意味する。また、明細書に記載した「…部」などの用語は、少なくとも１
つの機能や動作を処理する単位を意味し、それは、ハードウェアまたはソフトウェアで具
現されるか、あるいはハードウェアとソフトウェアとの結合によって具現されもする。
【００２０】
　以下、本発明による実施形態について、添付された図面を参照して詳細に説明する。し
かし、本発明は、実施形態によって制限されたり、あるいは限定されるものではない。各
図面に提示された同一の参照符号は、同一の部材を示す。
【００２１】
　心臓疾患を診断する方法の一つとして、超音波検査機を利用して、心臓に向かって超音
波信号を伝達し、体内の組織で反射された超音波信号の情報から、心臓の断層に係わる画
像を得る方法が使用される。このとき、超音波検査機から得られた超音波画像を分析し、
心壁の各セグメントの収縮及び収縮速度のような組織変形特性をディスプレイすることは
、収縮及び弛緩する筋肉の能力に対する、直接的であって定量的な測定基準を提供する。
【００２２】
　以下では、添付された図面を参照し、医師のようなユーザが、心臓疾患の診断のための
心壁運動分析を、迅速かつ正確に行うことができるようにする本発明の一実施形態または
他の実施形態による医療画像表示方法及びその装置、並びにユーザ・インターフェース画
面生成方法について詳細に説明する。
【００２３】
　図１は、本発明の一実施形態による医療画像表示装置を示すブロック図である。
【００２４】
　図１を参照すれば、本発明の一実施形態による医療画像ディスプレイ装置（医療画像表
示装置）１００は、特性値獲得部１１０、映像生成部１２０及びディスプレイ部１３０を
含む。図１に図示された構成以外にも、医療画像ディスプレイ装置１００は、他の構成、
例えば、超音波信号生成部及び受信部（図示せず）及びプローブ（図示せず）などをさら
に含んでもよい。
【００２５】
　特性値獲得部１１０は、対象体に含まれる少なくとも１つのセグメントから、セグメン
ト別に特性値を獲得する。例えば、特性値獲得部１１０は、体内の対象体に向けて超音波
信号を伝送することによって受信される、体内の組織で反射された超音波信号の情報を利
用し、柔部組織の断層や血流に係わるイメージや筋肉の収縮度のような特性値を獲得する
ことができる。
【００２６】
　具体的には、医療画像ディスプレイ装置１００が、超音波信号生成部及び受信部（図示
せず）をさらに含む場合、超音波信号生成部及び受信部（図示せず）は、超音波信号を生
成し、プローブ（図示せず）を介してそれを出力する。そして、プローブ（図示せず）を
介して受信される反射超音波信号を受信する。プローブ（図示せず）は、超音波信号生成
部及び受信部（図示せず）で生成された超音波信号を人体内部の目標臓器である対象体に
伝達し、伝達された超音波信号に対応して生成された反射超音波信号を受信し、超音波信
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号生成部及び受信部（図示せず）に伝送する。
【００２７】
　それにより、特性値獲得部１１０は、プローブ（図示せず）を介して受信された反射超
音波信号を利用して、セグメント別に所定特性値を獲得することができる。また、対象体
に対応する超音波映像を生成することができる。
【００２８】
　ここで、セグメントとは、対象体の局所的な部位を意味することができ、医療画像表示
装置によって一律的に指定されたり、あるいはユーザによって個別的に指定される部位で
もある。例えば、心壁については、心壁の頂点（apex）を中心に均等に分けられた６個の
部位をセグメントと指定することができる。しかし、本発明はこれに限定されない。例え
ば、心壁の頂点を中心に均等に分けられた２個、４個、８個・・・ｎ（１以上の整数）個
の部位をセグメントと指定してもよい。
【００２９】
　映像生成部１２０は、前記特性値獲得部１１０で獲得された特性値が所定値であるセグ
メントを表示した対象体の映像を生成し、ディスプレイ部１３０は、映像生成部１２０で
生成された映像をディスプレイする。
【００３０】
　特性値が所定値であるセグメントとは、特性値が一定時間、例えば、心壁収縮周期内で
、最大値、最小値または中間値であると判断されるセグメントでもある。また、特性値が
所定値であるセグメントは、特性値が一定値の範囲、例えば、特性値が筋肉収縮度（myoc
ardial strain）である場合、収縮度が所定百分率範囲内に含まれるセグメントを意味す
ることができる。望ましくは、所定値は、特性値のピーク値、すなわち、一定時間内での
最大値でもある。
【００３１】
　また、映像生成部１２０によって生成される映像は、特性値が所定値になるセグメント
が、所定の色相、図形及び記号のうちいずれか一つによって表示されたり、あるいは点滅
するように表示された対象体の映像でもある。それについては、以下で、図４Ａないし図
６を参照して詳細に説明する。
【００３２】
　また、映像生成部１２０は、特性値獲得部１１０で獲得された特性値が所定値であるセ
グメントと共に、所定値ではないセグメントをさらに表示する映像を生成することができ
る。そのとき、特性値が所定値であるセグメントと、特性値が所定値ではないセグメント
は、互いに区別されて表示される。それについては、以下で、図４Ａないし図４Ｃを参照
して詳細に説明する。
【００３３】
　また、映像生成部１２０は、特性値獲得部１１０で獲得された特性値が所定値であるセ
グメントと共に、特性値が所定値に達する前であるセグメントと、特性値が前記所定値に
達した後であるセグメントとをさらに表示する映像を生成することができる。特性値が所
定値に達する前であるセグメントと、所定値であるセグメントと、所定値に達した後であ
るセグメントとは、互いに区別されて表示される。それについては、以下で、図５を参照
して詳細に説明する。
【００３４】
　例えば、映像生成部１２０によって生成される映像は、セグメントが互いに区別されて
表示されるため、各セグメントは、互いに異なる色相、図形または記号で表示されもする
。
【００３５】
　一方、映像生成部１２０は、特性値が所定値に達するときの時間を示す情報を含む。時
間を示す情報は、基準時間と、前記特性値が所定値に達した実際の時間との差を含む。特
性値獲得部１１０が特性値を獲得するセグメントが二つ以上である場合、基準時間は、セ
グメントの特性値の平均が所定値に達する時間でもある。それについては、以下で、図６
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を参照して詳細に説明する。
【００３６】
　特性値獲得部１１０が特性値を獲得する対象体は、心臓でもあり、心臓の心壁の少なく
とも１つのセグメントについて、筋肉収縮度を対象体として獲得することができる。
【００３７】
　図２は、本発明の一実施形態による医療画像表示方法のフローチャートである。
【００３８】
　図２に図示された本発明の一実施形態による医療画像表示方法２００は、図１を参照し
て説明した本発明の一実施形態による医療画像表示装置１００を介して遂行され、医療画
像表示方法２００の各段階動作は、医療画像表示装置１００の各構成動作と技術的思想が
同一である。従って、図１での説明と重複する説明は省略する。また、以下では、図１に
図示された医療画像表示装置１００を参照し、医療画像表示方法２００について説明する
。
【００３９】
　図２を参照すれば、医療画像表示装置は、対象体に含まれる少なくとも１つのセグメン
トから、セグメント別に特性値を獲得する（Ｓ２１０）。Ｓ２１０段階の動作は、特性値
獲得部１１０で遂行される。医療画像表示装置は、特性値が所定値になるセグメントを表
示した対象体の映像を生成する（Ｓ２２０）。Ｓ２２０段階の動作は、映像生成部１２０
で遂行される。また、医療画像表示装置は、生成された映像をディスプレイする（Ｓ２３
０）。Ｓ２３０段階の動作は、ディスプレイ部１３０で遂行される。
【００４０】
　図３は、本発明の他の実施形態による医療画像表示方法のフローチャートである。
【００４１】
　図３のフローチャートに図示された医療画像表示方法は、図１に図示された医療画像デ
ィスプレイ装置１００を参照し、特性値獲得部１１０、映像生成部１２０及びディスプレ
イ部１３０で処理される段階で構成される。また、図３のＳ３２５は、図２のＳ２１０に
対応し、図３のＳ３８０は、図２のＳ２２０に対応し、図３のＳ３９０は、図２のＳ２３
０に対応する。従って、以下で省略された内容であるとしても、図１及び図２に図示され
た構成について、以上で記述された内容は、図３に図示されたフローチャートにも適用さ
れるということが分かる。
【００４２】
　図３を参照すれば、医療画像表示装置は、プローブ（図示せず）を介して、対象体から
信号を受信することができる（Ｓ３１０）。例えば、超音波信号を発し（一般的に、２０
ｋＨｚ以上）、反射されたエコー信号の情報を、プローブを利用して受信することができ
る。
【００４３】
　そして、医療画像表示装置１００は、受信された信号から、対象体の映像情報を獲得す
ることができ（Ｓ３２０）、Ｓ３１０で受信された信号から、対象体に含まれる少なくと
も１つのセグメントのうち、第１セグメントを選択し（Ｓ３３０）、選択されたセグメン
トに係わる特性値を獲得し（Ｓ３４０）、特性値が所定値であるか否かを判断することが
できる（Ｓ３５０）。
【００４４】
　Ｓ３５０で、セグメントの特性値が所定値であると判断される場合、セグメントの特性
値が所定値であるか否かを示す情報を、対象体の映像情報に追加し（Ｓ３６１）、セグメ
ントの特性値が所定値ではないと判断される場合、セグメントの特性値が、所定値ではな
いということを示す情報を、対象体の映像情報に追加することができる（Ｓ３６２）。
【００４５】
　次に、医療画像表示装置は、特性値が獲得されていない残りのセグメントがあるか否か
を判断することができる（Ｓ３７０）。特性値が獲得されていない残りのセグメントがあ
ると判断される場合、当該セグメントを選択し、特性値を獲得するＳ３４０に戻る。もし
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特性値が獲得されていない残りのセグメントがそれ以上ないと判断される場合、特性値が
所定値であるセグメントと、特性値が所定値ではないセグメントとが区別されて表示され
た映像を生成する段階に進む（Ｓ３８０）。生成された対象体の映像をディスプレイする
（Ｓ３９０）。
【００４６】
　図４Ａないし図４Ｃは、本発明の一実施形態による医療画像ディスプレイを図示してい
る。
【００４７】
　図４Ａないし図４Ｃは、本発明の一実施形態による、心壁に含まれる６個のセグメント
から、セグメント別に筋肉収縮度を獲得し、筋肉収縮度がピーク値であるセグメントと、
ピーク値ではないセグメントとが区別されて表示された心壁の超音波映像をディスプレイ
したものである。図４Ａは、心壁が収縮する前の医療画像ディスプレイを図示しており、
図４Ｂは、心壁が収縮するときの医療画像ディスプレイを図示しており、図４Ｃは、図４
Ｂの実際映像を図示している。筋肉収縮度は、基準長と現在の筋肉長との差に基づいて測
定される。
【００４８】
　図４Ａを参照すれば、心壁の超音波映像４１０は、心壁４１１を含む。図４Ａでは、心
壁４１１を複数の点で表示した場合を例として挙げて図示した。具体的には、頂点４１５
を中心に、図４Ａの左側に、３個のセグメント４１２，４１３，４１４、図４Ａの右側に
、３個のセグメント４１６，４１７，４１８が互いに区分されるように、それぞれ異なる
色の点で表示される。
【００４９】
　図４Ａに図示された超音波映像４１０には、収縮する前の心壁が円形の点で図示されて
いる。以下では、図４Ａに図示された超音波映像４１０を第１映像４１０、図４Ｂに図示
された超音波映像４２０を第２映像４２０とする。
【００５０】
　図４Ｂを参照すれば、第２映像４２０には、頂点４２５近辺のセグメント４２２，４２
６が、他のセグメント４２３，４２４，４２７，４２８より先にピーク値に達する場合を
例として挙げて図示した。具体的には、筋肉収縮度がピーク値に達する場合、セグメント
４２２，４２６内の点が円形から星形に変わり、筋肉収縮度がピーク値であるセグメント
４２２，４２６と、筋肉収縮度がピーク値ではないセグメント４２３，４２４，４２７，
４２８とが異なる形で区別されて表示される。
【００５１】
　ピークを過ぎた心壁のセグメントは、収縮周期を終え、基本状態、例えば、収縮周期の
ゼロ点に戻りつつ、第１映像４１０のように、再び円形点で表現されもする。
【００５２】
　本発明の一実施形態によれば、図４Ａ及び図４Ｂに図示されたように、心壁の超音波映
像４１０，４２０は、それと係わる非画像グラフ４３０，４４０，４５０，４６０と共に
ディスプレイされる。第１非画像グラフ４３０，４５０は、各セグメントの筋肉収縮度を
非画像グラフで示したものであり、ｘ軸は、時間を、ｙ軸は、筋肉収縮度を意味する。第
２非画像グラフ４４０，４６０は、超音波診断装置において、Ｍモード映像を意味する。
【００５３】
　図４Ａ及び図４Ｂの第１非画像グラフ４３０，４５０には、心壁の６セグメントの筋肉
収縮度の平均値である、全体筋肉収縮度（global strain）値が計算され、各セグメント
の筋肉収縮度と共にグラフに図示される。
【００５４】
　図５は、本発明の他の実施形態による医療画像ディスプレイを図示している。
【００５５】
　図５は、本発明の他の実施形態による、心壁に含まれる６個のセグメントから、セグメ
ント別に筋肉収縮度を獲得し、筋肉収縮度がピーク値に達する前であるセグメントと、筋
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肉収縮度がピーク値であるセグメントと、筋肉収縮度がピーク値に達した後であるセグメ
ントとが区別されて表示された心壁の超音波映像をディスプレイしたものである（符号番
号５１５は、頂点である）。
【００５６】
　図５の心壁超音波映像５１０には、筋肉収縮度がピークに達する前であるセグメント５
１３，５１４，５１８が円形点で、筋肉収縮度がピーク値であるセグメント５１２、５１
６が星形点で、筋肉収縮度がピークを過ぎたセグメント５１７は、三角形点で表示される
。
【００５７】
　図６は、本発明の他の実施形態による医療画像ディスプレイを図示している。
【００５８】
　図６に図示されたように、本発明の他の実施形態によれば、心壁の超音波画像ディスプ
レイは、各セグメントの筋肉収縮度がピーク値に達するときの時間を示す情報を選択的に
さらに含んでもよい。
【００５９】
　図６は、セグメント６１２がピーク値である時点の超音波映像６１０であり、ユーザに
よって選択されたセグメント６１２，６１３，６１６，６１７について、各セグメントの
筋肉収縮度がピーク値に達するときの時間を示す情報をさらに含んでもよい。図６を参照
すれば、収縮周期のゼロ点を０ｍｓとしたとき、セグメント６１３，６１２，６１６，６
１７が、それぞれ２０４ｍｓ、２０３ｍｓ、２０１ｍｓ、２０５ｍｓでピーク値に達する
ということが分かる（符号番号６１５は、頂点である）。
【００６０】
　本発明の他の実施形態によれば、各セグメントの筋肉収縮度がピーク値に達するときの
時間を示す情報は、全体筋肉収縮度のピーク時点を基準に、各セグメントの筋肉収縮度が
いかに先に（－時間）あるいはは遅く（＋時間）、ピークに達したかを示す時間差でもあ
る。
【００６１】
　一方、前述の方法は、コンピュータで実行されるプログラムで作成可能であり、コンピ
ュータ可読媒体を利用して、前記プログラムを動作させる汎用デジタル・コンピュータで
具現されもする。また、前述の方法で使用されたデータの構造は、コンピュータ可読媒体
に多くの手段を介して記録されもする。本発明の多様な方法を遂行するための実行可能な
コンピュータコードを含む保存デバイスについて説明するために使用されるプログラム保
存デバイスは、搬送波（carrier waves）や信号のように一時的な対象を含むものである
と理解されなければならない。前記コンピュータ可読媒体は、マグネチック記録媒体（例
えば、ＲＯＭ（read-only memory）、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク
など）、光学的判読媒体（例えば、ＣＤ（compact disc）－ＲＯＭ、ＤＶＤ（digital ve
rsatile disc）など）のような記録媒体を含む。
【００６２】
　以上、本発明では、具体的な構成要素のような特定事項、限定された実施形態及び図面
によって説明したが、それらは、本発明のさらに全般的な理解を助けるために提供された
ものであり、本発明は、前記の実施形態に限定されるものではなく、本発明が属する分野
で当業者であるならば、かような記載から、多様な修正及び変形が可能であろう。従って
、本発明の思想は、説明された実施形態に限定されて決められるものではなく、特許請求
の範囲だけではなく、該特許請求の範囲と均等であったり、あるいは等価的変形があるも
のは、いずれも本発明思想の範疇に属するものである。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　本発明の医療画像表示方法及びその装置、並びにユーザ・インターフェース画面生成方
法は、例えば、心臓疾患診断関連の技術分野に効果的に適用可能である。
【符号の説明】
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【００６４】
１００    医療画像表示装置
１１０    特定値獲得部
１２０    映像生成部
１３０    ディスプレイ部
４１０    第１映像
４１１    心壁
４１２，４１３，４１４，４１６，４１７，４１８，４２２，４２３，４２４，４２６，
４２７, ４２８    セグメント
４１５，４２５，５１５，６１５    頂点
４２０    第２映像
４３０，４５０    第１非画像グラフ
４４０，４６０    第２非画像グラフ

【図１】 【図２】
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步骤S220，生成对象以显示具有峰值特征值的片段的图像。 包括显示
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